
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー

の
展
示

会
「
オ
ー
ト
モ
ビ
ル
カ
ウ
ン

可認

ジ
ル
2
0
2
2」
が
4

月
15

日
か
ら
17
日
ま
で
千
葉
市
の

物便鱈

幕
張
メ
ッ

セ
で
開
催
さ
れ、

三

自
動
車
メ
ー

カ
ー

や
パ
ー

ツ

第日

メ
ー

カ
ー 、

ヘ
リ
テ
ー

ジ

。m

ヵ
ー

の
販
売
店
な
ど
76
社・

ー顕

団
体
が
出
展
し
た 。

和

7
回
目
の
開
催
と
な
っ

た

召

今
回
は、
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー

a

 か
ら
横
浜
ゴ
ム
と
ミ
シ
ュ

ラ

ン
が
出
展 。
横
浜
ゴ
ム
は
3

月
か
ら
10
サ
イ
ズ
を
順
次
追

加
す
る
ヒ
ス
ト
リ
ッ

ク
カ
ー

毎週一回水曜日発行 自 動 車 夕 イ ヤ 新 聞

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
向
け
タ
イ
ヤ
訴
求

横
浜
ゴ
ム
と
ミ
シ
ュ
ラ
ン
が
展
示
会
出
展

向
け
復
刻
タ
イ
ヤ
「
ア
ド

バ

の
サ
イ
ズ
は
太
い
フ
ェ
ン

ン
H
F
タ
イ
プ
D」
を
展
示

ダ
ー

を
持
つ
車
両
に
マ
ッ

チ

し
た。
特
に 、
幅
2
2
5

mm

し、
リ
ム
が
深
い
ホ
イ
ー

ル

に
装
曽
し
た
場
合

DJ

も
シ
ョ

ル
ダ
ー

部

プ

が
立
っ

た
見
た
目

ィタ

を
保
つ
こ
と
が

で

き
る
タ
イ
ヤ
に

F
 

H
 

ン

ニ
ー

ズ
が
あ
っ

た

ゞ2

こ
と
か
ら
追
加
し

7

た
と
い
う 。

の

あ
わ
せ
て 、
ト

ムゴ

ヨ
タ
2
0
0
0
G

兵

T
な
ど
に
滴
合
す

桐

る
「
G .

T．

ス

中
川
部
長
と
ア
ク
ア
リ
コ
ー
ト

で
塗
装
し
た
タ
イ
ヤ

ふ 特
殊
塗
料
・

溶
剤
の
開
発
や
製

造 、
販
売
を
行
う
塗
料
メ
ー

カ
ー

号

の
江
戸
川
合
成
闊
（
埼
玉
瞑
東
松

3
 

27

山
市）
は 、
昨
年
8

月
に
再
生
タ

5
 

イ
ヤ
（
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ）

用

第）

の
水
性
塗
料「
ア
ク
ア
リ
コ
ー
ト」

日曜

を
本
格
発
売
し
た。
同
社
初
の
タ

⑰

イ
ヤ
向
け
塗
料
と
な
る
新
製
品
の

虚

開
発
背
景
や
今
後
の
展
望
を
常
業

伊

部
の
中
川
怜
部
長
に
聞
い
た 。

碑

◇

2
 
。2

 

攣南北

tげを美しく

に貢献

江
戸
川
合
成
の
「
ア
ク
ア
リ
コ
ー
ト」

「
ア
ク
ア
リ
コ
ー
ト」
は 、
専
生

タ
イ
ヤ
の
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー

ル
に
新

品
タ
イ
ヤ
の
よ
う
な
艶
消
し
の
黒

色
を
再
硯
し 、
意
匠
性
に
寄
与
す

る
製
品
だ 。
国
内
で
は、
中
古
で

あ
っ

て
も
新
品
に
近
い
外
観
が
消

費
者
に
好
ま
れ
る
こ
と
や 、
大
型

車
に
取
り
付
け
た
際
に
タ
イ
ヤ
は

人
目
に
つ
く
パ
ー

ツ
で

あ
る
こ
と

か
ら、
仕
上
が
り
に
対
す
る
要
求

は
高
い 。
「
ア
ク
ア
リ
コ
ー
ト」
は

既
に
国
内
の
再
生
メ
ー

カ
ー

で
採

用
さ
れ 、
実
績
を
槙
ん
で
き
た
が 、

昨
年
8

月
か
ら
さ
ら
な
る
拡
販
を

目
掴
し
業
界
内
に
広
く
展
開
し
て

い
る 。中

川
部
長
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
タ

イ
ヤ
を
作
る
部
材
や
設
備
は
輸
入

品
が
非
常
に
多
い
と
聞
い
て
お

り 、

日
本
の
塗
料
メ
ー

カ
ー

と
し

て
お
客
様
と
と
も
に
取
り
組
む
こ

と
に
意
義
が
あ
る」
と
大
々
的
に

リ
リ
ー

ス
し
た
き
っ

か
け
を
話

す 。
現
在 、

リ
ト
レ
ッ
ド

タ
イ
ヤ

向
け
の
塗
料
を
生
産
し
て
い
る

メ
ー

カ
ー

は
わ
ず
か
で 、
輸
入
品

に
頼
っ

て
い
る
場
合
も
少
な
く
な

い 。
海
外
か
ら
塗
料
を
輸
入
す
る

場
合 、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
混

乱
に
よ
る
遅
配
や 、
一
回
の
購
入

量
を
多
く
す
る
と
い
っ

た
負
担
が

あ
る
が、
国
内
塗
料
メ
ー

カ
ー

が

製
造
・

供
給
す
る
こ
と
で
無
理
や

ム
ラ、
無
駄
が
な
く
な
り 、
コ
ス

ト
削
減
に
も
つ
な
が
る 。

ま
た、
江
戸
川
合
成
は
「
塗
料

を
販
売
し
て
終
わ
り」
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
は
な
く 、「
最
終
製
品
の

付
加
価
値
向
上
の
た
め
に
同
が
で

き
る
か
を
常
に
考
え 、
お
応
え
す

る」
と
い
っ

た
顧
客
目
線
で
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
に
も
対
応
し
て
い

る 。
販
売
後
の
フ
ォ
ロ
ー

も
含
め、

き
め
細
や
か
な
姿
勢
が
顧
客
か
ら

評
価
を
受
け
て
い
る
よ
う
だ 。

今
回
の
新
製
品
開
発
で
注
力
し

た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
外
観
と
躙

境
対
応
の
両
立
で
あ
り、
特
に”
新

品
同
様
の
艶
駆
の
実
現
に
こ
だ

わ
っ

た 。
さ
ら
に、
素
材
に
対
す

る
密
着
性 、
耐
油
性
と
い
っ

た
基

本
塗
膜
性
能
を
十
分
確
保
し
て
い

る 。再
生
タ
イ
ヤ
そ
の
も
の
が
環
境

負
荷
低
減
に
寄
与
す
る
製
品

で
あ

る
こ
と
か
ら「
ア
ク
ア
リ
コ
ー

ト」

ペ
シ
ャ

ル
・

ク
ラ
シ
ッ

ク
y

3
5
0」、
ポ
ル
シ
ェ

承
認
タ

イ
ヤ
の
復
刻
版、
ホ
ワ
イ
ト

リ
ポ
ン
タ
イ
ヤ
を
展
示
し

た。今
後
も
新
商
品
の
展
開
や

サ
イ
ズ
の
拡
充
を
続
け
る
方

針
で 、
同
社
の
消
費
財
製
品

ミシュランのクラシックタイヤ

で
は
環
境
影
響
を
考
慮
し 、

有
機

溶
剤

で
は
な
く
水
で
希
釈
す
る
こ

と
が
で
き
る
水
性
塗
料
と
し
て
開

発
し
た 。
ま
た、
昨
今 、
全
世
界

的
に
頼
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
V
o
c

規
制
に
も
対
応
す
る 。
そ
の
ほ
か、

有
機
溶
剤
の
管
理
負
疸
や 、
塗
装

作
業
者
の
健
康
へ
の
影
響
を
醗
滅

し
環
境
性
鮨
の
高
い
塗
料
と
し
て

の
配
合
を
確
立
し
た 。

環
境
貧
荷
の
低
減
を
考
慮
す
る

と
使
用
で
き
る
材
料
が
限
ら
れ
る

が、
適
切
な
原
料
を
模
索、
検
討

し
て
配
合
を
組
ん
で
い
っ

た
と
い

う 。
あ
わ
せ
て 、

顧
客
と
共
に
実

際
の
仕
上
が
り
を
確
認
し 、
色
味

や
艶
感
を
調
整
し
て
理
想
の
外
観

を
目
掴
す
こ
と
に
力
を
注
い
だ 。

中
川
部
長
は
「
躙
境
に
対
す
る

要
望
は
非
常
に
高
ま
っ

て
い
る 。

塗
料
配
合
と
し
て
で
き
る
だ
け
環

境
負
荷
の
低
い
原
料
を
使
い 、
塗

装
プ
ロ
セ
ス

で
は、
乾
燥
工
租
で

の
熱
量
削
減 、
塗
装
主
租
の
簡
素

化
な
ど 、
四
括
的
に
瑣
境
貢
献
に

取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
る」

と
し
た
上

で、「
我
々
が
環
境
負
荷

低
減
を
実
現
す
る
製
品
お
よ
び

企
画
部
製
品
企
画

ー
グ
ル

ー
プ
の
藤

田
慧
将
氏
は
「
消

費
者
が
望
ん

で
い

る
サ
イ
ズ
を
追
加

し
て
い
き
た
い 。

ユ
ー

ザ
ー

の
声
を

大
事
に
す
る
こ
と

で 、
フ
ァ

ン
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る」
と

話
し
て
い
た 。

日
本
ミ
シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ

の
ブ
ー

ス
で
は 、
「
X
W
x」

を
メ
イ
ン
に、
ヤ
ン
グ
タ
イ

マ
ー

向
け
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー

用
タ
イ
ヤ
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

エ
グ
ザ
ル
ト
P
E
2」「

プ
ラ

イ
マ
シ
ー
3」

の
ほ
か、
ホ

ワ
イ
ト
ウ
ォ
ー

ル
タ
イ
ヤ 、

サ
ー

ビ
ス
の
提
供
で
お
応
え
し
て

い
く
こ
と
は
今
後
の
命
題
と
な

る 。
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い」

と
意
欲
を
示
す 。

塗
料
を
使
用
す
る
顧
客
の

「
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
創
造
力 。」
ー

ー
ユ
ー

ザ
ー

が
要
求
す
る
性
能
や

機
鮨、
外
観
に
合
わ
せ
た
製
品
開

発
は 、
同
社
の
大
き
な
特
色
と

な
っ

て
い
る 。

◇
 

昨
年
8

月
に
「
ア
ク
ア
リ
コ
ー

ト」
を
発
表
し
て
か
ら
半
年
以
上

が
経
過
し
た
今
年
3

月
時
点

で

は、
こ
れ
ま
で
取
引
が
な
か
っ

た

企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
新
規

の
採
用
な
ど
の
反
響
が
あ
っ

た。

ま
た 、
今
後
に
向
け
て
新
し
い

塗
料
の
開
発
の
可
能
性
も
広
が
っ

て
い
る 。
瑯
在
は
黒
色
の
み
と

な
っ
て
い
る
タ
イ
ヤ
用
で
は 、

多

色
展
開
や
高
寿
命
化
と
い
っ

た、

表
面
に
塗
料
を
塗
布
す
る
こ
と
に

よ
る
新
た
な
価
値
の
創
造
も
視
野

に
入
れ
て
い
る 。

使
用
す
る
場
面
も
広
が
っ

て
い

き
そ
う
だ 。
再
生
タ
イ
ヤ
の
仕
上

げ
の
ほ
か 、「
車
両
点
検
後
に
タ
イ

さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト

の
コ
ン
セ

プ
ト

に
あ
わ
せ
て
電
動
車
に

も
対
応
す
る
「
e

プ
ラ
イ
マ

シ
ー」

も
展
示
し
た 。

モ
ー

タ
ー

ス
ポ
ー

ツ
ダ
イ

レ
ク
タ
ー

の
小
田
島
広
明
氏

は
「
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー

を
保

有
し、
連
転
す
る
方
々
が
主

な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る」

と

し
た
上
で 、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー

も
実
際
に
乗
る
も

の。

ク
ル
マ
文
化
に
よ
る、

車
を

動
か
す
楽
し
み
を
提
供
し
た

い」
と
意
欲
を
示
し
た 。

ま
た 、
今
後
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー

の
ほ
か 、
20
年
程
度

前
に
生
産
販
売
さ
れ
た
車
を

括
す
ヤ
ン
グ
タ
イ
マ
ー

に
対

応
す
る
製
品
な
ど
の
拡
充
も

図
っ

て
い
く
と
い
う 。

ヤ
を
き
れ
い
に
見
せ
る」「
新
品
タ

イ
ヤ
の
保
管
時
に
表
面
の
劣
化
を

抑
え
る」「
中
古
タ
イ
ヤ
の
外
観
を

良
く
す
る」
な
ど
様
々
な
用
途
が

予
想
さ
れ
る 。
タ
イ
ヤ
の
付
加
価

値
を
高
め
る
意
匠
性
や
機
能
性
を

付
与
で
き
る
塗
料
と
し
て、

今
後

の
需
要
増
が
期
待
で
き
そ
う
だ 。

「
ア
ク
ア
リ
コ
ー
ト」

に
つ
い
て

も、

見
た
目
を
保
ち
つ
つ
「
傷
が

付
き
に
く
く
な
る」「
汚
れ
が
付
き

に
く
く
な
る」

と
い
っ

た
ニ
ー

ズ

を
探
り、
機
鮨
の
追
加
を
検
討
し

て
い
る 。
中
川
部
長
は
「
派
生
製

品
を
新
た
に
開
発
・

展
開
す
る
こ

と
で 、
さ
ら
に
業
界
を
盛
り
上
げ

て
い
け
る 。
国
産
の
塗
料
メ
ー

カ
ー

と
し
て
国
内
の
お
客
槙
に
よ

り
良
い
製
品
を
供
給

で
き
る
よ
う

績
棒
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い」
と
意
気
込
み
を
表
す 。

高
い
品
四
や
性
鮨
を
持
つ
タ
イ

ャ
の
魅
力
を
後
押
し
す
る
外
観
の

向
上
や、
新
し
い
機
能
性
の
付
与

|
ー

塗
料
に
よ
る
新
た
な
付
加
価

値
の
プ
ラ
ス
は 、
タ
イ
ヤ
の
可
能

性
を
さ
ら
に
広
げ
る
も
の
に
な
る

か
も
し
れ
な
い 。
（
大
家

慧）

T
O
Y
O

T
I
R
E
は

場
す
る
自
動
車
ラ
リ
ー

イ
ベ

4
月
5
曰、
地
元
の
行
政
や

ン
ト 。
沿
道
の
目
を
惹
＜

警
察
と
連
携
し
て
交
通
安
全

様
々
な
ク
ル
マ
が
交
遥
ル
ー

啓
発
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
「
日

ル
を
遵
守
し
て
ゴ
ー

ル
を
目

本
ク
ラ
シ
ッ
ク
＆
エ
キ
サ
イ

括
す
こ
と
で 、
連
転
マ
ナ
ー

テ
ィ
ン
グ
カ
ー

ラ
リ
ー

韓〖

求

の
向
上
や
安
全
連
転
の

(
N
C
C
R)
2
0
2

協

繹

大
切
さ
を
訴
求
す
る
ほ

2」
に
協
賛
す
る
と
発

こ

全

か、
ク
ル
マ
の
文
化
的

N

安

価
値
や
魅
力
を
次
世
代

に
伝
え
る
こ
と
を
自
的

通

表
し
た。

「
N
C
C
R」
は、
ク

ン

交

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

や
ス

、べ

E

と
し
て
い
る 。

ポ
ー

ツ
カ
ー

な
ど
が
出

イ

TIR

今
年
は
5

月
29
日
に

開
催
さ
れ
る
「
T
o
y

゜Y

O

T
I
R
E
s

T゚

（
ト
ー

ヨ
ー

タ
イ
ヤ）

N
C
C
R
2
0
2
2

近
江

ー
伊
賀」
を
皮
切
り
に 、
年

間
を
通
し
て
関
西
各
地
で
開

催
さ
れ
る
ラ
リ
ー

イ
ベ
ン
ト

に
特
別
協
賛
す
る 。

コンチネンタル、欧州で高評価獲得

独コンチネンタルは、
ドイツの自動車雑誌
「オート・ツァイトゥング」
の読者が選ぶ「トップブラ
ンド2022」で金賞を受賞
したと発表した。

この賞は、1万2000人以
上の読者が自動車に関連
する13分野でベストブラ
ンドを選出するもの。コンチネンタルはタイヤ部門
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向
ヨ
ロ
ズ
物
流
（
大
阪
府

富
田
林
市）
は
こ
の
ほ
ど 、

C
H
A
O
Y
A
N
G
（
チ
ャ

オ
ヤ
ン）

ブ
ラ
ン
ド

の
ト

ラ
ッ
ク
・

バ
ス
用
タ
イ
ヤ
を

使
用
す
る
ユ
ー

ザ
ー

の
声
を

公
開
し
た。

同
社
は
昨
年
か

ら
中
国
の
大
手
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー、
N
C
ラ
バ
ー

と
業
移

提
携
し
て
国
内
市
場
向
け
に

ト
ラ
ッ

ク・
バ
ス
用
タ
イ
ヤ

の
展
開
を
行
っ
て
い
る 。

8
5
0

台
以
上
の
ト
ラ
ッ

ク
を
保
有
す
る
憫
啓
和
運
輸

（
埼
玉
県
入
間
市）
は
昨
年

rS

5
月
に
地
場
と

中
長
距
離
の
車

と
き
の
話
題

傷

念 コ
ス
ト

削
減
効
果

ョ
ロ
ズ
物
流
「
チ
ャ

オ
ヤ

両
各
1

台
」

メ
ー

カ
ー

→

に
履
き
替：―

の
7

カ
月
畔

を
取
集
し

｛

装
着
し
て
い

較
し
て
約A

が
確
認
で
三

こ
の
結
三

タ
ッ
ド
レ

コ

マ
ー

タ
イ

〗
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